
城 山 月 報

1

発 行

城山親子会

№845

立教186年

2023.7.22

本

部

年
祭
に
向
か
っ
て

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
先
月
配
布
し
ま
し
た
、
よ
う
ぼ
く
に
渡
す
だ
け
で
な
く
、

月
次
祭
や
講
社
祭
な
ど
で
繰
り
返
し
読
ん
で
、
年
祭
活
動
へ
の
参
加
を
呼
び

か
け
て
下
さ
い
。

よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動
日

案
内
チ
ラ
シ
と
参
加
カ
ー
ド
を
配
布
し
ま
し
た
。
教
会
か
ら
信
者
さ
ん
に
、

支
部
の
会
場
へ
の
参
加
を
促
し
て
下
さ
い
。

修
養
科
一
期
講
師
推
薦

金
木
分
教
会
長

蒔
田
登
紫
行

天
理
大
学
、
天
理
高
校
へ
の
進
学

教
会
、
よ
う
ぼ
く
子
弟
に
は
お
ぢ
ば
の
学
校
に
進
む
こ
と
で
、
信
仰
の
土

台
を
形
成
で
き
ま
す
、
是
非
お
声
掛
け
下
さ
い
。

ひ
の
き
し
ん
ス
ク
ー
ル

｢

聴
く
こ
と
の
大
切
さ｣

８
月
26
日
～
27
日

祭
典
時
等
の
駐
車
場
情
報

混
雑
状
況
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
天
理
時
報
７
月
19
日
号
に
記
事
とQR

コ
ー

ド
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

布
教
部
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座

「
若
者
と
信
仰
」
９
月
25
日
～
10
月
31
日
配
信

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
布
教

部
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
申
込
み
フ
ォ
ー
ム
」
よ
り

大

教

会

創
立
記
念
祭

教
会
長
夫
妻
の
帰
参
計
画
を
、
８
月
22
日
ま
で
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

（
日
程
用
紙
配
布
）

団
体
、
個
々
の
帰
参
計
画
は
９
月
22
日
ま
で
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

｢

お
つ
な
ぎ｣

下
さ
る
信
者
さ
ん
へ
の
記
念
品
の
必
要
な
数
を
、
９
月
22
日

ま
で
に
申
し
込
み
下
さ
い
。
（
当
日
の
参
拝
者
に
は
当
日
の
記
念
品
が
あ
り

ま
す
。
）

身
上
願
に
つ
い
て

城
山
大
教
会
活
動
方
針

日
々
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
て
、

ご
恩
報
じ
に
つ
と
め
よ
う

一
、
お
つ
と
め
に
心
を
込
め
よ
う

一
、
家
族
で
日
参
を
実
行
し
よ
う

一
、
自
分
に
で
き
る
お
た
す
け
を
し
よ
う

一
、
お
ぢ
ば
が
え
り
を
し
よ
う
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身
上
願
と
、
ご
守
護
戴
い
て
の
取
り
下
げ
願
の
用
紙
を
作
り
ま
し
た
、
上

級
へ
の
順
序
を
運
ん
で
大
教
会
に
お
願
い
し
て
下
さ
い
。

八
月
月
次
祭
神
殿
講
話

役
員

村
田

勇

城
都
分
教
会
長

廻
廊
拭
き
ひ
の
き
し
ん
（
第

回
）

実
施
日

６
月
25
日

参
加
者

男
子

７
名

女
子

１
名

計

８
名

毎
月
25
日
に
廻
廊
拭
き
ひ
の
き
し
ん
を
行
い
ま
す
。

祭

事

部

月
次
祭
の
お
つ
と
め
奉
仕

毎
月
の
お
つ
と
め
奉
仕
並
び
に
祭
儀
式
の
役
割
は
、
記
念
祭
当
日
の
役
割

に
準
じ
て
つ
と
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
出
来
る
だ
け
欠
席
の
無
い
よ
う

に
お
運
び
い
た
だ
き
、
お
つ
と
め
下
さ
い
。
又
、
地
方
に
当
た
っ
て
い
る
人

は
、
三
代
真
柱
様
の
Ｃ
Ｄ
に
合
わ
せ
る
よ
う
十
分
練
習
を
し
て
下
さ
い
。

教

務

部

第
九
八
三
期
修
養
科
修
了
（
七
月
）

橋
本

あ
ゆ
み
（
東
通
）
22
歳

布
教
所
解
散

八
戸
部
内

山
久
布
教
所

北
勇
布
教
所
（
６
月
22
日
付
）

布

教

部

布
教
強
調
月
間
の
直
属
の
動
き

９
月
は
布
教
強
調
月
間
の
月
で
す
の
で
、
こ
の
一
ヶ
月
は
御
恩
報
じ
で
あ

り
ま
す
、
に
お
い
が
け
活
動
を
重
点
に
お
通
り
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
各
教
会
・
各
直
轄
教
会
と
し
て
ご
計
画
し
て
い
た
だ
き
、

ひ
と
月
を
通
じ
て
活
動
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
（
尚
、
活
動
計
画
を
直
轄

ご
と
に
取
り
ま
と
め
て
、
８
月
22
日
ま
で
に
大
教
会
布
教
部
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
）

部
内
会
長
さ
ん
と
の
対
話

只
今
は
、
創
立
百
三
十
周
年
記
念
祭
を
間
近
に
控
え
、
ま
た
教
祖
百
四
十

年
祭
活
動
の
１
年
目
の
さ
中
、
各
教
会
の
活
動
目
標
を
立
て
て
い
た
だ
き
、

日
々
お
通
り
い
た
だ
い
て
い
る
と
存
じ
ま
す
。
布
教
部
で
は
今
回
第
一
回
目

と
し
て
、
浪
岡
部
内
の
会
長
さ
ん
方
を
対
象
に
、
現
在
の
取
り
組
み
や
、
教

会
の
現
状
、
今
後
の
課
題
を
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
を
設
け
、
教
会

内
容
の
充
実
を
図
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
（
今
後
、
順
次
部
内
教
会
を
回
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
）

城
山
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
出
張
所2

0
2
3

年
６
月
報
告

荒
関
美
智
子

出
張
所
月
次
祭
を
美
智
子
、
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
、
陽
子
の
三
人
で
つ
と
め

ま
し
た
。

そ
の
他
、
美
智
子
が
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
市
の
報
道
機
関
を
対
象
に
し
た
行
事
に

招
待
さ
れ
ま
し
た
。
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
市
の
中
の
宗
教
間
対
話
と
文
化
的
共
同
事

業
を
管
轄
す
る
専
門
部
局
か
ら
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
お
け
る
代
表
的
な
宗
教
団

体
の
一
つ
と
し
て
、
天
理
教
を
紹
介
し
た
い
と
の
依
頼
が
あ
っ
た
の
で
す
。
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さ
ら
に
は
空
間
性
並
び
に
可
視
性
と
い
っ
た
テ
ー
マ
に
対
し
、
城
山
ミ
ュ
ン

ヘ
ン
出
張
所
と
し
て
何
か
要
望
が
あ
る
か
を
問
わ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
つ

い
て
荒
関
美
智
子
が
提
案
し
た
の
は
、
例
え
ば
礼
拝
儀
式
や
慈
善
活
動
と
い
っ

た
共
通
の
テ
ー
マ
に
対
し
て
相
互
間
で
よ
り
強
固
な
交
流
を
促
進
す
る
た
め

に
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
市
と
こ
の
地
に
居
を
構
え
る
他
の
宗
教
団
体
と
の
更
な
る

会
合
の
開
催
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
、
と
い
う
も
の
で
し
た
。
こ
の
提
案

は
感
謝
を
持
っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
、
こ
の
件
の
今
後
の
扱
い
に
関
し
て
は
ミ
ュ

ン
ヘ
ン
市
側
で
検
討
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
市
長
、
お
よ
び
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
人
道
主
義
協
会
の
代
表
者
と

の
写
真
が
以
下
の
サ
イ
ト
に
あ
り
ま
す
。
参
照
願
い
ま
す
。

h
t
t
p
s
:
/
/
r
u
.
m
u
e
n
c
h
e
n
.
d
e
/
2
0
2
3
/
1
1
5
/
F
a
c
h
b
e
r
a
t
u
n
g
-
f
u
e
r
-
r
e
l
i
g
i

o
e
s
-
w
e
lt
an
s
c
h
a
u
l
i
c
h
e
-
V
i
e
l
f
a
l
t
-
n
i
mm
t-
A
r
b
e
i
t
-
a
u
f
-
1
0
7
6
0
1

更
に
加
え
て
、
バ
チ
カ
ン
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
下
ロ
ー
マ
に
本
部
を
置

くS
a
n
t

E
d
i
d
i
o

（
聖
エ
ギ
デ
ィ
オ
共
同
体
）
に
よ
っ
て
毎
年
開
催
さ
れ
て

い
る
「
国
際
平
和
の
集
い
」
に
荒
関
美
智
子
が
招
待
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の

集
い
は
、
本
年
は2

0
2
3

年
９
月
10
日
～
12
日
に
ベ
ル
リ
ン
で
行
わ
れ
る
予
定

で
、
本
教
の
他
の
布
教
所
の
代
表
者
及
び
天
理
教
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
出
張
所
長
も

同
様
に
参
加
の
予
定
で
す
。
こ
の
詳
細
は
改
め
て
連
絡
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。美

智
子
さ
ん
が
書
い
て
い
る
「
空
間
性
」
、
「
可
視
性
」
が
何
を
意
味
し

て
い
る
の
か
が
今
一
つ
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
が
、
お
そ
ら
く
「
周
囲
の
偏
見

を
取
り
除
く
た
め
、
様
々
な
世
界
観
を
持
っ
た
諸
宗
教
が
具
体
的
な
形
で
集

い
（
空
間
性
）
、
見
え
る
形
で
ア
ピ
ー
ル
す
る
（
可
視
性
）
」
く
ら
い
の
意

味
か
な
と
想
像
し
ま
す
。
（
菅
井
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
を
月
報
の
末
尾
に
載
せ
ま
す
。

婦

人

会

こ
か
ん
さ
ま
に
続
く
会

日

時

９
月
３
日

(

日)

９
時
30
分

詰
所
集
合

内

容

こ
か
ん
さ
ま
に
つ
い
て
の
お
話

ひ
の
き
し
ん
、
ラ
ン
チ
会
な
ど

15
時
30
分
終
了
予
定

青
森
よ
り
帰
参
ハ
イ
エ
ー
ス
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
問
い
合
わ
せ
先

女

子
青
年
委
員
長
ま
で
。

ニ

ュ

ー

ス

お
さ
づ
け
の
理
拝
戴

７
月
12
日

橋
本

あ
ゆ
み
（
東
通
）
22
歳

年

祭五
所
川
原
分
教
会
で
は
、
七
代
会
長
田
中
眞
一
大
人
の
二
十
年
祭
、
並
び

に
七
代
会
長
夫
人
田
中
信
子
刀
自
の
三
十
年
祭
が
、
６
月
30
日
、
大
教
会
長

祭
主
の
も
と
に
執
行
さ
れ
ま
し
た
。
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け
い
じ
ば
ん

八
月
大
教
会
神
殿
奉
仕

７
月
27
日

～

８
月
１
日

道

８
月
１
日

～

６
日

五
所
川
原

８
月
６
日

～

11
日

板
柳

８
月
11
日

～

16
日

き
や
ま
講

８
月
16
日

～

21
日

竹
鼻

８
月
21
日

～

24
日

大
教
会
役
員
、
陽
徳
（
布
）

８
月
25
日

～

26
日

き
や
ま
講

８
月
27
日

～

９
月
１
日

輪
栄

大
教
会
伏
せ
込
み
ひ
の
き
し
ん

教
務
部

修
養
科
始
業
講
習

小
田

真
一
郎
、
小
田

裕

修
養
科
修
了
講
習

小
野

道
幸

教
養
掛

赤
平

治
三
（
７
月
24
日

～

８
月
28
日
）

北
山

道
治
（
８
月
24
日

～

９
月
28
日
）

婦
人
会
当
番

八
月
教
祖
お
み
や
げ
、
女
鳴
物
、
厨
房
、
洗
濯
当
番
、
詰
所
ひ
の
き
し
ん

外
ヶ
濱
、
油
川
、
新
横
須
賀

各
委
員
部

八
月
委
員
伏
せ
込
み
ひ
の
き
し
ん

高
橋

節
、
蒔
田

由
美
子

八
月
月
次
祭
祭
典
雅
楽

一
、
調

子

黄
鐘
調

一
、
曲

目

拾
翠
楽

海
青
楽

千
秋
楽

越
殿
楽

鳥

急

西
王
楽
破

詰
所
ま
な
び
月
次
祭

日

時

８
月
13
日
（
日
）
午
後
５
時
か
ら



宗教的・世界観的な多様性のための
専門相談所が仕事を開始

フェレーナ・ディートゥル市長は記者会見の席上、宗教的・世界観的多様性のための新た

な専門相談所開設の紹介をおこなった。ミュンヘン市が提供するこの相談所は、宗教的・世

界観的多様性、及びそれに類似するテーマに関わる問い合わせや関心についての問題を公的

に扱う機関である。この相談所の目的は、宗教的・世界観的冷遇、締め出し及び周縁化（周

辺に追いやるような動き）を打破し、多様性と権利のために寄与すること。このために特に

宗教的・世界観的団体、施設、市当局、及び市民がこの相談所に相談を依頼することが可能

である。この相談は無料で、解決への方向付けを中立的立場でおこなう。問い合わせ希望者

は専門相談所で受け付けられ、特に情報提供、サポート、寄り添い、また市当局へコンタク

トがその相談対象である。この専門部局は州都ミュンヘン市が提供し、諸文化間事業部局に

属している。

宗教的多様性専門相談部局の開設に伴い、フェレーナ・ディートゥル市長（左から二人目）

は、諸文化事業部局の専門相談員トゥアン・トゥラン氏（右から二人目）、ヴォルフガング・

ヴシェック氏（人道主義協会）、そして荒関美智子氏（社団法人天理教）を市庁舎に迎えた。

フェレーナ・ディートゥル市長は「たくさんの宗教的・世界観的団体が、拒絶にまで至るよ

うな様々な制限というものを何度も経験している。私たちは、この専門相談所は、この安心

できない状況、無知、そしてこれに伴って現れる数多くの制限を打ち破ることに寄与したい

と考えている。存在する障害はそれを確認し、取り除くべきものだ。このように私たちは当

市における宗教的・世界観的多様性を促進している」と述べた。

この必要性は大きい。このことはまた、宗教的・世界観的団体の側からも強調される。そ

の中でも彼らにとっての中心的課題は、市当局とのコンタクトに際してのサポートの不十分

さ、彼らが提供するそれぞれの情報資料の存在があまり知られていないこと、また実際に経

験した差別への注意喚起が必要であるという点である。

参照 https://ru.muenchen.de/2023/115/Fachberatung-fuer-religioes-weltanschaulich

e-Vielfalt-nimmt-Arbeit-auf-107601 （訳 菅井）
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※ウェッブの記事の中で繰り返して述べられている「宗教的・世界観的」という文言です

が、「宗教的・世界観的団体」と言う場合の「宗教的」とは「キリスト教とは異なる宗教の」

という意味で、「世界観的」とは「ヨーロッパ人が通常持つ世界や人間に対する見方、考え

方とは異なるものの見方、考え方を持った」くらいの意味と思います。

「宗教的・世界観的多様性」と言った場合は、そのまま「宗教的（信仰的）多様性、もの

の見方、考え方の多様性」という意味になります。（菅井）
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大

教

会

長

下

山

　

武

小

野

道

幸

小

田

晴

恵

荒

関

美

智

子

小

田

美

枝

子

赤

平

治

三

石

原

旬

一

田

中

道

弘

工

藤

寿

美

村

田

　

勇

高

橋

邦

和

田

中

美

穗

子

宮

澤

民

枝

会

長

夫

人

高

橋

邦

武

松

浦

靖

治

小

田

真

一

郎

小

関

善

信

瀬

川

初

人

蒔

田

由

美

子

村

田

良

子

高

橋

　

節

森

内

聖

也

相

内

知

昭

小

田

　

裕

柏

田

親

邦

阿

部

　

豊

工

藤

恒

美

瀬

川

三

都

子

野

中

華

子

関

美

佐

子

須

藤

宏

文

北

山

道

治

堀

口

教

之

田

口

栄

一

秋

山

亮

克

相

内

真

喜

子

平

生

光

枝

芝

崎

み

よ

子

高

橋

邦

之

蒔

田

登

紫

行

佐

々

木

　

誠

近

藤

文

雄

五

日

市

正

道

柴

田

知

弘

戸

塚

美

代

子

高

橋

啓

子

蝦

名

敬

子

澤

野

公

志

棟

方

典

人

工

藤

寿

美

小

野

道

幸

瀬

川

初

人

石

原

旬

一

大

教

会

長

森

内

聖

也

村

田

　

勇

祭

主

地

方

胡

弓

三

味

線

琴

小

鼓

す

り

が

ね

太

鼓

拍

子

木

ち

ゃ

ん

ぽ

ん

笛

て

お

ど

り

献

饌

長

す
わ
り
づ
と
め

前

半

下

り

後

半

下

り

指

図

方

賛

者

扈

者

八
月
月
次
祭
々
典
役
割
表

立
教
一
八
六
年
（
令
和
五
年
）

八
月
二
十
二
日
十
時
執
行

〇
直
轄
の
会
長
さ
ん
は
、
役
割
に
当
た
っ
て
い
る
人

に
お
声
掛
け
を
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

〇
地
方
は
、
真
柱
様
の
Ｃ
Ｄ
（
「
三
代
真
柱
」
と
表

示
）
に
合
わ
せ
る
よ
う
十
分
練
習
し
て
下
さ
い
。

〇
婦
人
の
帯
は
、
六
月
～
九
月
は
夏
物
、
十
月
～
五

月
は
冬
物
。

〇
止
む
な
く
奉
仕
で
き
な
い
場
合
は
、
前
日
ま
で
に

大
教
会
へ
届
け
出
て
下
さ
い
。

控
え

　

お
つ
と
め
奉
仕
者
以
外
の
全
教
会
長
夫
妻
、
全
布
教
所
長

　

松
浦
春
年
、
須
藤
司
、
田
中
元
直
、
小
田
真
二
、
櫻
田
陽
一


